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― 2019年新年会を開催

2019年1月20R (R)、ホテル雅叙園東京で目

黒稲門会新年会が開催されました。

当日は来賓として、宵木英二 • El馬区艮 、海老沢

勝ニ ・元 NHK会長、岡本宏ー・早稲田大学キャン

パス企画部長兼校友会常任幹事ならびに梅原竜司・

早稲口］大学総長室社会連携課長にご出席頂きました。

出席者総数72名 （来賓4名、会fl．ご家族而名、

学生2名）。

第1部講演会では 、

海老沢勝二氏 （早稲[l1

大学評識貝・元 N印＜

会長）を講師に招き 、

「早稲田と人材教育」

と題した講演が行われ

ました。海老沢氏のジ

ャーナリズムの実務経

験に基づいた、母校の

改革への提言を拝聴し

ました。（講i宛要旨後述）

講派の後に場内は休憩に入り、午後5時からの第

2部懇親会は．再び石川副事務局長の司会により．

始めに後藤兎彦会長より新年の挨拶がありました。

く後藤会長挨拶要旨＞

明けましておめでとうご

ざいます。今年は記念すべ

き年になります。平成から

新しい年号に変わります。

早稲o:1人学では新記念会堂

でもある早稲田アリ ーナが

ォープンになります。そし

て日諜稲門会も設立20年

を迎えます。 l999年1月

30日に真仁8]初代会長の

元で＂明る＜楽しく元気よく｀＇をモ ットーにして

設立されました。今年の7月には総会と記念のイベ

ントが予定されております。すでに委員会では記念
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のイ ペントのアイデアを出し、進めております。

是非、楽しみにして頂きたいと思いますっ会員の皆

様、ご家族の皆様、そしてここに御列席の皆様が健

康で楽しい年になることを祈念いたします，，今年も

よろしくお願い申し上げます。

続いて来賓の早稲田大学• 岡本宏一部長ならびに

梅原竜司課長より挨拶がありました。挨拶を通じて、

西原春夫12代総長も制定に関わった平成の元号へ

の思い入れ、早稲田アリ ーナ竣工にあたって日熱稲

門会から支援したことに対して、感謝の意を述べら

れました，

岡本部長 梅1点課長

続いて、丸山忠生会貝による乾杯の発声で懇親会

が始まりました。

懇親会の日頭で

は、米寿を迎える

千野逸平会員を祝

い、花 束が贈品さ

れました。

そ の 後 、新入会

貝が堕上にて紹介

されました。

招 f年現役学 生2
名の紹介では、北

島 佳 奈 さ ん （人科

3年） 、千野愛実さん（人科2年）が紹介され、所沢

キャンパス祭の実行委員として、学園祭の紹介と挨

拶を行いました。

しぱらくの歓談に続き、青木英ニ・目黒区長が会

場に到渚、後藤克彦会長より日黒区サクラ基金に対



する寄付金の日録が背木日燻区長に手渡されました。

（ポランティア部会報告を参照）

統いて、1和野俊夫副幹事長より設立20周年記念

シャッ販売の案内、小杉哲ポランティア部会長より

ポランティア募金活動への一層の協力のお願いがあ

りました，

盛会の中、司会より校歌斉唱が告げられ、松nl哲

也会員による指揮で都の西北を斉唱。

中締めは、rh瀬一江幹事の挨拶と参加者への謝辞

の後 ．お開きとなりました。

（笠谷記）

く海老沢勝二氏講演要旨＞

これからの時代、我が国は一層、教育と人材の育

成に力を入れていく必要がある。

早稲(Tl大学の課題として、現状は1都3県すなわ

ち束京近辺出身の学生が7~8割を占めており、よ

り幅広く、地方から優秀な受験生を受け入れる仕組

みを構築すべきと考える。伝統を守りつつも、時代

の変化に応じて柔軟に改革を進めなければならない。

たとえば佐賀における全寮制を視野に入れた試み

では、地域の特性に応じた形で、優秀な生徒、質の

嵩い教貝による学ぴの在り方を模索している。

大学においては、口］中愛治総長がこれまでの方法

論を脱し、早稲田の改革を進めるために、創立150

周年を見据えたVisionl50を掲げており、世界大学

ランキングのペスト 10に入れるような教育機関を

Fl指している。

私は NH.Kにおいて、政治・国際情努の動向を見

つめてきた。明治から今に統＜憲政史上、早稲田か

らは7人の総理大臣をはじめ、多くの国家のリ ーダ

ーを華出してきた。未来のために侵秀な人材を育成

することこそ早稲田にとって大切である。

平成という時代を振り返れば、多くの災害に見舞

われはしたものの、戦争はなく、全体として平和な

30年であった。陛下も安堵されていることと思う。

しかしながら世界を見渡したとき、至るところで課

題が山積みである。

国際社会においては、現代社会を見る上で、歴史

を学ぶことは必須の教養であふ我が国ではそのよ

うな大局設をも っ て、•島の目で1府厳し、戦略的に舵
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取りを進めるような意識が国民性の中に十分に育っ

ていないのではないか。海洋国家として、教育力の

刷上を通じて我が国の力を投うことが肝要である。

新年会出席者（敬称略、五十音順）

（来賓）

宵木英ニ ・日黒区長

海老沢勝ニ ・誨師 元N印＜会長、早稲田大学評

識貝

岡本 宏一・早稲nI大学キャンパス企画部長兼校友

会常任幹事

梅原竜司・早稲田大学総長室社会連携課長

（招待現役学生）

北島佳奈（人間科学部3年）、

千野愛実（人間科学部2年）

（会貝・ご家族）

浅海敏之、荒瀕修一郎、安藤 孝、安藤虎雄、

安藤嘉昭、石川智子、石川純子、市川 且、

di瀬一江、 rI1瀬達夫、伊藤 悠、猪名川一雄、

井村正腸、岩崎正夫、鵜野洋治、海n昭治 、

大内久美子、大久保健治、大杉邦雄、大竹一子、

大野利幸．奥村忠男、小倉利允、笠谷典一朗、

梶恵作、加瀬祐子（※1）、金井豊男、

狩野俊夫、川井信義、 川崎秀一、 川崎呉樹子、

小杉 哲、後藤克彦、後藤渓由染、佐伯文子、

佐久間 喬、島田久家、高僑圭吾、田烏順一郎

(※2)、田添麻友、橘かがり、地ml虚晶、

千野逸平、手塚仁雄、外岡 明、永井正孝、

中上美代子、永田耕治、中西元樹、服部尚彦、

林m雅敏、古矢芙美子、堀井良造、牧野武夫、

松田哲也．丸山忠生、宮村直身、村上 柾、

村山弘、森家一三、保井正、吉田博行、

吉III千代、吉野博明、吉本政治、吉本美恵、

※1代理・茨木祐子、※2代理・田島清志

~ 
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2019年新年会のご案内
2019年新年会を、1月20H (H)ホテル雅叙園

東京にて下記の通り開催いたします。

平成最後の新年会です。そして新たな元号の元年

を迎えるにあたり、更なる飛躍を菩う方、時代の節

目に思いを馳せる方、1年を無事に過ごしたことへ

感謝される方、各々の新年があろうかと思いますが、

同じ早稲田で学んだご縁を通じて集いましょう。

2019年、目黒稲門会は設立20周年を迎えます。

おなじみの方も、ひさしぷりの方も大いに飲み、

語り 、皆で「都の西北」を高らかに歌いましょう 。

新年を祝うとともに、皆様の更なるご活躍を祈り、

楽しいひとときを過ごしたいと思います。

今回 、海老沢勝二様 （昭和32年政経卒）により 、

「早稲田と人材教育」と題した講演を予定しており

ます。豊富な経験に衷付けされた海老沢様ならでは

のお話、どんな講演を伺えるか楽しみです。どうぞ

ご期待ください。

講演の後には、懇親会にてゆったりと会貝相互に

交流をお楽しみ頂けます。

皆様には新年ご多用のこととは存じますが、お誘

い合わせの上、 多数ご参加下さいますようご案内申

し上げます。

記

L Fl 時： 2019年1月20日(1:1)16時開会

（受付開始 15時30分）

2.会 場：ホテル雅叙園東京3階「シリウスの間」

東京都日黒区下目黒1-8-1

電話 ()3・：舛914111

3．講演： 16時～ 17時

講師海老沢勝二氏

演題早稲田と人材教育

4.懇親会： 17時～ 19時

5.会費：会貝10.000円、ご家族5.000P:J
当H会場受付にてお支払い下さい。

6. 同封の返侶用はがきを、12月お H（金）まで

にご返送下さい。

（笠谷記）

講師プロフィ ール

海 老沢 勝二氏

1934年 茨城県生まれ

1957年 早稲田大学第一政治経済学部卒業

日本放送協会(NHK)入局

1982年 NHK 政治部長

1988年 NHK 報道局長

1991年 NHKエンタープライズ社長

1993年 NHK専務理事

1997年 NHK会長

20()5年 NHK会長退任

現在の主な役職：

日本相撲協会評識貝会識長、

早稲田大学評識貝、

日本音楽財団会長など

NHK会長時代には「放送は、異文化を理解する

ための架け橋である」という侶念のもと 、BS放送

に取り組みました。ラジオからテレビ、インターネ

ットと 、メデイアの変遷に伴いコンテンツは、益々 、

幅が広がり多様化し続けています。デジタル時代に

必要とされる21世紀型能力を有する人材の育成が

諜題であり、裾野を批大し全体のレベルを高める教

育を行っていく必要があります。

講師の海老沢氏は 、これまでの歩みを振り返り人

材教育の大切さや巽文化を理解し埒重する大切さを

中心に興味深いお話が伺えるものと思います。

（後藤記）
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